
珈　

環
境
史
観
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
私
見
に
よ
れ
ば

地
球
環
境
を
歴
史
的
に
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
明
の
特

質
を
解
明
し
、
歴
史
的
視
点
に
立
っ
た
生
き
方
を
提
示

す
る
学
問
で
あ
る
。
そ
の
基
本
に
は
環
境
考
古
学
が
あ

る
が
、
そ
の
第
一
人
者
に
よ
る
大
著
、
安
田
喜
憲
『
人

類
一
万
年
の
文
明
論
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
２
５
９

２
円
）
は
業
界
紙
に
長
期
掲
載
さ
れ
た
時
評
か
ら
成
る
。

　
『
一
神
教
の
闇
』『
稲
作
漁
撈
文
明
』『
山
は
市
場
原

理
主
義
と
闘
っ
て
い
る
』
な
ど
著
者
の
名
著
の
エ
ッ
セ

ン
ス
に
再
三
、
言
及
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
市

場
原
理
主
義
を
厳
し
く
論
難
し
て
い
る
。
一
方
で
、
自

然
と
共
存
す
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
文
明
、
資
源
循
環
利
用
、

森
を
守
る
島
国
根
性
、
地
震
予
知
の
た
め
の
年
縞
研
究
、

防
潮
堤
よ
り
防
潮
林
な
ど
話
題
は
多
様
に
広
が
る
。
物

質
文
明
偏
重
や
マ
ネ
ー
至
上
主
義
か
ら
離
れ
て
自
然
と

の
共
生
を
考
え
た
い
人
に
は
格
好
の
書
で
あ
る
。

玳　

個
人
的
に
は
中
国
・
ア
メ
リ
カ
産
の
食
品
は
全
面

的
に
遠
慮
し
て
き
た
が
、
奥
野
修
司
・
徳
山
大
樹
『
怖

い
中
国
食
品
、
不
気
味
な
ア
メ
リ
カ
食
品
』（
講
談
社

文
庫
、
７
９
９
円
）
は
徹
底
的
に
中
国
の
現
場
を
踏
ん

で
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
て
、
ど
れ
も
驚
く
べ
き
劣
悪
さ
だ
。

不
衛
生
極
ま
り
な
い
だ
け
で
は
な
い
。
有
害
物
質
に
対

す
る
観
念
が
ま
る
で
な
い
。
そ
れ
を
「
自
分
た
ち
が
食

べ
る
の
で
は
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
製
造
出
荷
す
る
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
産
で
怖
い
の
は
牛
、
豚
、
鶏
肉
に

含
ま
れ
る
化
学
物
質
で
、
特
に
成
長
促
進
の
た
め
の
ホ
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ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
て
、

日
本
で
は
乳
が
ん
の
激
増
、
成
長
や
生
殖
へ
の
重
大
な

影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
怖
い
の
は
Ｇ
Ｍ

作
物
で
、
特
に
Ｇ
Ｍ
と
う
も
ろ
こ
し
が
加
工
品
に
多
用

さ
れ
て
日
本
人
の
体
内
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

一
次
産
品
は
気
を
つ
け
ら
れ
て
も
、
加
工
品
は
内
実

を
知
り
よ
う
が
な
い
点
で
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
ど
ち
ら

も
怖
い
と
言
う
し
か
な
い
。
数
年
前
、「
週
刊
文
春
」に

連
載
さ
れ
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
記
事
を
加
筆
し
て
文

庫
化
し
た
本
書
は
、
特
に
若
い
世
代
に
は
必
読
と
思
う
。

珎　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
お
か
げ
で
日
本
経
済
の
停
滞
が

打
破
で
き
た
と
安
倍
首
相
は
言
う
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
。

明
石
順
平『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
ろ
し
く
』（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
新
書
、
７
９
９
円
）
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

実
態
を
厳
し
く
追
及
、
批
判
し
て
い
る
。
成
長
率
は
民

主
党
政
権
時
代
よ
り
は
る
か
に
低
く
、
国
内
実
質
消
費

は
戦
後
最
悪
の
下
落
率
で
、
株
高
は
超
金
融
緩
和
と
日

銀
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
買
い
の
お
か
げ
、
な
ど
徹
底
的
で
具
体
的

な
批
判
が
続
く
。
架
空
の
対
談
の
掛
け
合
い
は
稚
拙
だ

が
、
た
く
さ
ん
の
グ
ラ
フ
は
み
な
明
快
で
首
相
の
誇
示

す
る
成
果
と
は
真
逆
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

玻　

菅
官
房
長
官
に
記
者
会
見
で
た
び
た
び
食
い
下
が

っ
て
一
躍
、
名
を
馳
せ
た
東
京
新
聞
記
者
の
半
生
記
。

望
月
衣
塑
子『
新
聞
記
者
』（
角
川
新
書
、
８
６
４
円
）

は
、
し
つ
こ
く
食
い
下
が
る
こ
と
が
記
者
の
基
本
で
あ

る
こ
と
を
過
去
の
取
材
も
振
り
返
り
つ
つ
語
っ
て
い
る
。

官
邸
の
広
報
記
者
も
ど
き
の
多
い
マ
ス
コ
ミ
の
現
状
と
、

そ
の
政
局
記
事
の
限
界
が
よ
く
わ
か
る
。
政
治
が
良
く

な
る
の
も
悪
く
な
る
の
も
、
記
者
一
人
ひ
と
り
に
か
か

っ
て
い
る
と
改
め
て
痛
感
し
た
。��
�
��（
浅
野　
純
次
）
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